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1 . は じ め に
熱 帯 多 雨 林 に お け る 年 間 の 蒸 発 散 量 は ， 放 射
エ ネ ル ギ ー の 大 小 な ど に 大 き く 左 右 さ れ る と
い わ れ て い る . し か し 地 表 面 の 変 更 が 水 循 環 に
与 え る 影 響 を 詳 し く 評 価 す る た に は ， 降 雨 日 や ，
頻 繁 に 起 き る 7 - 1 5 日 の 連 続 無 降 雨 期 間 ， 数
年 に 一 度 お き る 2 - 3 ヶ 月 の 極 端 に 乾 燥 し た 期
間 含 め て 蒸 発 散 過 程 を 理 解 す る 必 要 が あ る 。 樹
液 流 測 定 は ， 他 の 蒸 発 散 測 定 法 と 比 較 し ， 降 雨
日 も 含 め て 非 破 壊 で 長 期 観 測 が 可 能 で あ る と
い う 特 徴 を 有 す る .
ラ ン ピ ル 国 立 公 園 で は ， 2001 年 6 月 よ り 樹
液 流 測 定 が 開 始 さ れ た . 本 報 告 で は ， 樹 液 流 測
定 結 果 を 示 す と と も に ， 降 雨 後 の 蒸 散 過 程 に つ
い て ， 本 観 測 地 特 有 の 現 象 を 見 出 す こ と が で き
た の で 報 告 す る .
1. 方 法 及 び 材 料
樹 液 流 測 定 に は ， 樹 体 に 熱 を 与 え る こ と で 樹
液 流 速 を 算 出 す る ヒ ー ト パ ル ス 法 を 用 い た . 測
定 対 象 木 は ， 第 2 タ ワ ー に 隣 接 す る
DiptelY.苅 carpuspachyphyllu~樹高 47m)であ
る . 地 上 約 3 0 m 地 点 か ら 分 岐 し 樹 冠 を 構 成 す
る 葉 を つ け る 枝 の 付 け 根 部 分 に ヒ ー ト パ ル ス
セ ン サ ー を 設 置 し た .
気 象 デ ー タ は ， 第 2 タ ワ ー 最 上 部 で 測 定 さ れ
た 樹 冠 上 の 降 雨 ， 日 射 ， 温 ・ 湿 度 を 使 用 し た .
il. 日 測 定 値 の ト レ ン ド
ヒ ー ト パ ル ス 法 を 長 期 間 に わ た っ て 行 う 時 ，
日 変 化 の 山 が 序 々 に 低 下 す る 現 象 が し ば し ば
観 測 さ れ る . こ の セ ン サ ー 差 込 み に よ っ て 序 々
に 現 れ る 通 水 能 劣 化 に 対 し て ， 同 一 気 象 条 件 下
の 日 積 算 樹 液 流 速 が 同 じ 高 さ に な る よ う ， 日 単
位 ， 時 間 単 位 の 補 正 を 行 っ た .
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図 '1 日 積 算 樹 液 流 速 値
上 段 か ら ， 日 雨 量 ， 日 射 ( 濃 い 線 ) ， 大 気 飽 差 ( 薄 い 線 ) .
日 積 算 樹 液 流 速 で あ る .
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図 '2 降 雨 日 に お け る 樹 液 流 速 値 の 日 変 化
各 グ ラ フ と も ， 灰 色 線 は 晴 天 日 2 0 日 間 平 均 日 変 化
( 縦 棒 は 標 準 偏 差 ) .
晴 天 日 の 日 積 算 樹 液 流 速 か ら 形 成 さ れ る ト
レ ン ド の 変 動 は 小 さ い ( 図 - 1 ) . 日 毎 の 変 動 に つ
い て ， 日 中 に 降 雨 が あ っ た 日 は ， 日 射 量 ， 大 気
飽 差 が 小 さ く ， 日 積 算 樹 液 流 速 も 低 い 値 と な る .
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N . 降 雨 後 の 樹 液 流 特 性
降 雨 日 に お け る 樹 液 流 速 の 典 型 的 な 日 変 化
パ タ ー ン を 2 種 類 ， 図 -2 に 示 す .
ラ ン ピ ル 国 立 公 園 で は ， 降 雨 に 明 瞭 な 日 周 期
が あ り ， ボ ル ネ オ 島 北 岸 に お け る 海 岸 地 域 の 降
雨 パ タ ー ン ( 夜 雨 型 ) と ， 内 陸 地 域 の 降 雨 パ タ ー
ン ( 昼 雨 型 ) に 対 応 し た 2 つ の ピ ー ク を 持 つ
(Kuraji et al.， 200 1 ) . 降 雨 後 に 樹 液 流 速 が 晴 天
日 の 樹 液 流 速 に 匹 敵 す る 値 に な る ま で の 時 間 t
を 求 め た と こ ろ ， 昼 雨 型 で は 平 均 8 0 分 (n=2 1)，
夜 雨 型 で は 平 均 200 分 (n=15) と な っ た . な お ，
樹 冠 面 に 付 着 す る 水 分 は 気 孔 の ガ ス 交 換 を 阻
害 す る の で ， こ こ で 算 出 さ れ る 時 間 と は ， 降 雨
に よ り 濡 れ た 樹 冠 面 が 完 全 に 乾 く に 要 す る 時
間 に 対 応 し た も の で あ る .
昼 雨 型 で は ， 降 雨 終 了 後 ， 蒸 発 を 促 す 日 射 量
が 速 や か に 増 大 し ， そ の 後 大 気 飽 差 も 増 加 し て
い る ( 図 -2). 一 方 ， 夜 雨 型 の 場 合 ， 降 雨 終 了 後
数 時 間 ， 日 射 ， 大 気 飽 差 と も に 低 く 推 移 す る .
こ の こ と が ， 樹 冠 が 完 全 に 乾 く に 要 す る 時 間 を
長 く す る と 判 断 さ れ る . 以 上 の こ と か ら ， 降 雨
後 の 蒸 散 過 程 は ， 異 な る 降 雨 パ タ ー ン の 降 雨 後
の 気 象 特 性 と 密 接 に 関 係 が あ る と 思 わ れ る .
以 上 の よ う に ， 樹 液 流 測 定 は ， 樹 木 蒸 散 と 環
境 条 件 の 関 係 に つ い て 有 益 な 情 報 を 提 供 す る .
今 後 も ， 樹 液 流 計 測 を 継 続 ・ 展 開 し ， 異 な る 樹
種 ・ 樹 高 間 の 樹 液 流 特 性 を と ら え て 行 く 予 定 で
あ る .
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